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A1)地質環境の初期状態の理解： 
地下水流動特性を適切に理解するために必要な個別技術を構築するとともに，それらの
組み合わせた調査・解析・評価技術を構築し統合化データフローやKMSとして取りまとめ 

 例えば， 

 地下深部における水理特性や地下水流束の三次元分布を推定するための調査技術や
観測技術 
 調査を展開する際には，当該時点において地下水流動解析結果に与える影響の大きい不確実

性要因を優先的に調査することが合理的であることが明らかとなった。 

 地下水圧応答を観測することによって，水理地質構造の連続性や水理地質学的コンパートメント
を把握することが可能となった。 

 水理地質学的コンパートメント毎に観測孔を配置することによって，地下水流束の空間分布やコ
ンパートメントを構築している水理地質構造の水理特性を評価することが可能となった。 

 幅広い透水性を有する岩盤を対象とした水理試験技術を開発し，試験データの品質を確保した
合理的な試験を実施することが可能となった。 

 電気伝導度検層の適用性を確認した結果，一般的な流体検層と比較して2桁程度低い透水性
割れ目まで抽出することが可能となった。 

 各分野の調査結果を網羅的に整理し，地下水流動モデルを構築するための技術 
 地質環境モデル構築支援ツールを開発し，情報量の増加等に伴うモデルの修正や解析の実行を

短期間で行うことが可能となった。 

 モデル化・解析に関わる専門家の意思決定に関わるノウハウ・判断根拠等を表出化し，他の技術
者が閲覧することが可能となった。 
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A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解： 
施設建設・操業時の地下水流動特性の変化を合理的かつ精度よく把握するた
めのモニタリング手法や，調査・解析・評価技術を構築 

 

 例えば， 
 地下施設建設に伴う地下水流入量や地下水圧の変化を予測するための調査技術や解

析技術 
 パイロットボーリング孔を用いた調査をすることによって，地下施設建設の前に地下水流入量の

予測精度が向上することが明らかとなった。 

 水理地質学的コンパートメントを含む水理地質構造分布の不均質性を考慮した観測孔や観測
区間を設置することによって，水理地質構造の水理特性を把握することが可能となった。 

 地下水流入量や地下水圧の変化を最小化するための施設設計・施工技術 
 パイロットボーリング調査結果に基づきグラウチング計画を策定することによって，適切なグラウ

チング区間設定やグラウチング手法の選択が可能となった。 

 地下施設建設に伴う地下水流入量の観測技術 
 区間湧水量を測定することによって，水理特性の不均質性を評価することが可能となった。 

 スキン効果（人工構造物やグラウト，亀裂の透水性変化など）が地下水流入量に影響を与えて
いることが把握できた。 

 地下施設建設に伴う地下水圧の変化の観測技術 
 水理地質学的コンパートメントを含む水理地質構造分布の不均質性を考慮した観測孔や観測

区間を設置することによって，水理地質構造の水理特性を把握することが可能となった。 
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A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解： 
地質学的時間スケールにおける地下水流動特性の長期変動幅を推測するため
の個別の調査技術や観測技術，モデル化・解析技術を構築 
 

 例えば， 

 地下水流束分布の長期的な変動幅を推定するための調査技術や解析技術 
 自然事象等に伴う地下水流動特性の長期変化に及ぼす影響を概括的に理解するた

めには，地形変化や気候変動を考慮した地下水流動解析が有効であることが明ら
かとなった。 

 地震に伴い地下水水圧が短期的に変化するものの，2年程度で初期状態に回復す
ることや動水勾配は大きく変化しないことが確認できた。 
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